
論文内容の要旨

博士論文題目筋ｶﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ負荷決定のための身体活動

定量的評価手法に関する研究

氏名原良昭
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身体活動を定量的に評価することより､筋力増強や健康推持などの目的に応じ

た適切な負荷の身体活動を選択することが可能となる｡本論文では､目的に応じた適

切な負荷決定のために必要となる次の3つの身体活動の定量的評価手法を開発した｡

すなわち､加速度信号を用いた身体活動の定量的評価手法､筋電図を用いた筋活

動の定量的評価手法および筋音図を用いた最大随意収縮力(Maximum Voluntary

Contraction :MVC)の推定手法である｡

身体活動の定量的評価手法の1つに､動作によって腰部の身体長軸方向に生じる

加速度信号(交流成分)の絶対値の単位時間積算値を用いて評価する手法がある｡

加速度信号の測定に､直流成分を検出できるｾﾝｻを用いると､重力加速度成分が

直流成分として重畳された加速度信号が得られ為､ﾌｲﾙﾀを適用し直流成分を除去

する必要がある｡しかし､最適なﾌｲﾙﾀを設計するのは非常に難しい｡そこで､加速

度信号の標準偏差を用いて､簡便に単位時間あたりの身体活動を評価する手法を開

発し､その優位性を示した｡

筋電図を用いて筋の活動を定量的に評価する手法を提案した｡内側広筋､大腿直

筋､半臆様筋､大腿二頭筋の活動を対象に､日常生活時の各筋の活動を歩数に換

算して比較した｡比較結果より､同じ屈筋群､もしくは同じ伸筋群に属する筋同士であ

っても､筋ごとの活動は異なっていることを示した｡ﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞ運動の動作に応じて筋

ごとの活動は異なるため､筋ｶﾄﾚ-ﾆﾝｸﾞを安全に効率よく行うには､筋ごとの定量

的活動を勘案する必要性を示唆した｡

等尺性随意収縮時の筋音図の実効値を用いて､上腕二頭筋におけるMVCを推定

する手法を開発した｡この推定手法を用いると､ 20-30% MVC程度の張力でMVCが

推定できるため､測定する筋やその周辺組織を痛めずにMVCを求めることが可能と

なった｡




